
 

 

■今年もハッピーコンサートを行います！ 

６月 9 日（火）にハッピーコンサートを行います。今年も、希望する

児童を中心として、様々な音楽にまつわる発表をご披露します。多数の

保護者の皆様の参観をお待ちしております。 

 

■今年も私立中学校説明会を行います！ 

本年度も 11 校の私立中学校の説明会を行います。参加対象児 

童は、５・６年生です。保護者の皆様も、お子様の学年に関係なく参加で

きますので、説明会に参加ご希望の方は、開始時刻に間に合うように、児

童会議室へお越しください。 

★久留米附設中学校  

 ６月 26 日（金）児童会議室 13:55～14:35 

★久留米信愛中学校 

 ６月 30 日（火）児童会議室 13:55～14:35 

■下校時刻のお知らせ■……………………ご確認ください。…………………… 

 ６月 ６日（土）11:50 あそうまつり ７月 ４日（土）11:50 

   13 日（土）休日            11 日（土）11:50 入学体験会 

   20 日（土）10:30 学校公開        18 日（土）11:50  

      2７日（土）11:50 入学体験会     23 日（木）11:30 全校朝会 

                      24 日（金）14:15 自然体験 

                             （１～4 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 行 事 予 定 7 月 行 事 予 定

１ 月 委員会活動 １ 水 明治出前授業 1･2 年、3･4 年 

２ 火  ２ 木  

３ 水 眼科検診 ３ 金 学校説明（福大大濠） 

４ 木 実力テスト 2～6 年 ４ 土  

５ 金 社会科見学 3 年 ５ 日  

６ 土 行動観察体験会＆あそうまつり ６ 月 個人懇談（～10 日） 

７ 日  ７ 火 お弁当の日(縦割り)、学校説明会(自彊館) 

８ 月  ８ 水  

９ 火 お弁当の日、ハッピーコンサート ９ 木 実力テスト 6 年 

10 水 尿検査 1 次 10 金 学校説明会(早稲田佐賀) 

11 木 内科検診 11 土 入学体験会 

12 金  12 日  

13 土 休日 13 月 委員会活動、代表委員会 

14 日  14 火 消防署出前授業5・6年 

15 月  15 水  

16 火  16 木  

17 水  17 金 クラブ活動、学校説明会(弘学館) 

18 木  18 土  

19 金 大掃除 19 日  

20 土 学校公開 20 月 海の日 

21 日  21 火  

22 月  22 水  

23 火 耳鼻科検診 23 木 大掃除、全校朝会 

24 水 尿検査 2 次 24 金 自然体験 1～4 年 

25 木  25 土 宿泊学習 6 年 

26 金 学校説明会(附設)、クラブ活動、社会科見学３年 26 日 宿泊学習 6 年 

27 土 入学体験会 27 月 宿泊学習 6 年 

28 日  28 火  

29 月  29 水  

30 火 学校説明会（久留米信愛） 30 木  

- - - 31 金 - 

 

「促成栽培」と「物価」で思考力を高めよう～授業実践より～ 

 
 

 

 

 

 

 

  

5 月配信→「体力テスト」「５年 自然体験」「１年２年 定着の時間」「6 年英語 休み時間と放課後の過ご 

し方発表しよう」「3・4 年 マット運動（開脚前転）」「6 年 修学旅行」「1 年 はじめての週テスト」「2 

年 いろんな特訓やってます」等々  フォロー＆いいね！お願いします。 

公式 YouTube は本校 HP へ Go(^^♪ 

5 年 自然体験 

1 年 2 年 定着の時間 

6 年 修学旅行①～③ 

体力テスト 

５年社会科では、農業の学習で野菜の「促成栽培」について学びます。これは、

受験社会科でもお馴染みの必修事項です。促成栽培とは、温暖な気候に加えビニ

ールハウスなどの施設も活用して、作物の成長を人工的に早める方法です。これ

により、夏野菜を春に、春野菜を冬に出荷するなど、季節を先取りした栽培が可

能になります。出荷時期を早めることで希少性が生まれ、作物の付加価値を高め

ることができます。この学習を通して子どもたちは、品薄だと高い値段で売れて

利益が増える、ことに気付きます。 

授業は、ここで終わりません。次に、下図のような需要供給曲線を提示し、『物

の値段は、どのようにして決まるのだろう？』と問いかけます。生産者は作物を

つくって売る供給側、消費者はお金を出して物を買う需要側であることを確認し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは「促成栽培」で学んだことを使って、図の意味を読み解いていき

ます。 

①では、出回っている作物の量が少なく、希少価値は上がります。ゆえに、物

の値段は高くなっていきます。供給＜需要の状態、促成栽培がこれに当たります。

逆に②では、同時期に多くの作物が出回り余るので、物の値段は下がります。需

要＜供給の状態です。少なければ増やし、多過ぎたら減らす、これを繰り返して

いくうちに次第に③が定まっていきます。子どもたちは、需要と供給のバランス

によって物の値段が決まっていくことに気付きます。 

このように、具体（促成栽培）と抽象（需要と供給）を何度も往復することに

より、思考力は磨かれていきます。 

さらに、このような話題はどうでしょう。物価高対策として、政府が国民に現

金を支給したとします。家計が一時的に潤ってよさそうに見えますが、物価はま

すます高騰するのでは？世の中は供給不足なのに、お金だけが多く出回ると…。

こんなことを親子で話してみると、さらに賢くなりそうです。 

 


